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(57)【要約】
【課題】　穿刺針の使用時の誤抜針防止機能及び穿刺針
の抜針後の止血操作を１つの用具で行うことができ、か
つ該用具が血液により汚染された場合にも、該用具の一
部を交換だけで再使用することができる経済的である医
療用具の提供
【解決手段】　皮膚表面に接触する側の面（裏面）の一
端部に固着された表面側と圧接可能な止着部材（第１止
着部材）、裏面の前記第１止着部材が固着された端部と
は反対側の端部に固着された防滑シートを脱着自在に止
着可能な止着部材（第２止着部材）、および前記第１止
着部材と第２止着部材の間に固着された防滑部を有する
とともに、前記第１止着部材と表面側を止着した状態で
腕部に巻回して固定可能な長さを有する伸縮性および柔
軟性を有する医療用ベルト。
【選択図】　　　　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
皮膚表面に接触する側の面（裏面）の一端部に固着された表面側と圧接可能な止着部材（
第１止着部材）、裏面の前記第１止着部材が固着された端部とは反対側の端部に固着され
た医療用防滑性シートを脱着自在に止着可能な止着部材（第２止着部材）、および前記第
１止着部材と第２止着部材の間に固着された防滑部を有するとともに、前記第１止着部材
と表面側を止着した状態で腕部に巻回して固定可能な長さを有する伸縮性および柔軟性を
有する医療用ベルト。
【請求項２】
防滑部が多孔性であることを特徴とする請求項１記載の医療用ベルト。
【請求項３】
第１止着部材と該第１止着部材と圧着される表面側部分が面ファスナー構造を形成してい
ることを特徴とする請求項１または２記載の医療用ベルト。
【請求項４】
アール形状の硬質な合成樹脂製のプレート、該合成樹脂製のプレートの凸側面に固着され
た請求項１、２または３記載の医療用ベルトの第２止着部材と圧着可能な止着部材、およ
び前記合成樹脂製のプレートの凹側面にその一端部が固着されるとともに前記合成樹脂製
のプレートより大面積の皮膚に接触する柔軟な防滑性のシート部材で構成され、かつ前記
防滑性のシート部材と合成樹脂製のプレートの横幅が請求項１、２または３記載の医療用
ベルトの横幅より大きいことを特徴とする医療用防滑性シート。
【請求項５】
前記皮膚に接触する柔軟な防滑性シート部材の面積が、該シート部材を皮膚側に二つ折り
に折り畳んだ場合に、その折り畳み間に血液透析用の穿刺針付近の血液回路を挟持して保
持可能なものであることを特徴とする請求項４記載の医療用防滑性シート。
【請求項６】
請求項１、２または３記載の医療用ベルトと請求項４または５記載の医療用防滑性シート
で構成されたものであることを特徴とする誤抜針防止機能及び止血機能を有する医療用具
。
【請求項７】
医療用具が血液透析用であることを特徴とする請求項６記載の医療用具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は透析、輸血、点滴など穿刺針を使用して長時間に及ぶ治療操作における誤抜針
防止機能及び止血機能を有する医療用具に関する。特に透析治療中の誤誤抜針防止機能と
透析終了時の止血材を固定する機能を備えた医療用具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　病気の治療のため、たとえば腎臓疾患の治療のための血液透析治療、あるいは輸血、点
滴など穿刺針を使用して長時間に及ぶ治療操作を行うことがある。たとえば血液透析を実
施するには血液を体外循環させる必要があり、そのために血液回路と透析治療開始時には
血液の体外への取り出しと体内へ戻すための二本の血管留置針を穿刺するが、この血管留
置針を透析治療中において誤抜針しないように透析治療開始時には血管留置針付近の血液
回路を絆創膏等を使用して固定する必要があった。また、透析治療終了時には二本の血管
留置針を抜針するが、血液透析に使用する針は普通の注射に使用する針に比べて針管の直
径が大きいため、直ちに穿刺孔に止血材をあて、その止血材を固定するために止血ベルト
を巻くなどの失血防止処置が必要である。
【０００３】
　上述のように血液透析治療においては、透析治療終了時において失血防止処置が必要で
あるだけでなく、透析治療開始時には留置針および血液回路の複数箇所を絆創膏固定しな
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ければならず、さらに使用する絆創膏は複数枚を透析治療前に適当な長さに切って準備し
て保管しておくことが必要である等、血液透析治療の従事者に煩雑な操作を強いる、とい
う問題があった。さらには、透析治療中には患者の体動により留置針あるいは血液回路を
固定した絆創膏が剥がれて誤抜針する危険性があり、また使用する絆創膏によってはその
粘着剤によりかぶれやかゆみが生ずる患者もある、という問題もあった。
【０００４】
【特許文献１】特開７－０５１２７５号公報
【特許文献２】特開７－４７０７３号公報
【特許文献３】特開７－４７０７１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の解決しようとする問題点は、前記従来技術の問題を解決し、穿刺針の使用時の
誤抜針防止機能及び穿刺針の抜針後の止血操作を１つの用具で簡単、かつ安全に行うこと
ができる医療用具の提供にある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は皮膚表面に接触する側の面（裏面）の一端部に固着された表面側と圧接可能な
止着部材（第１止着部材）、裏面の前記第１止着部材が固着された端部とは反対側の端部
に固着された医療用防滑シートを脱着自在に止着可能な止着部材（第２止着部材）、およ
び前記第１止着部材と第２止着部材の間に固着された防滑部を有するとともに、前記第１
止着部材と表面側を止着した状態で腕部に巻回して固定可能な長さを有する伸縮性および
柔軟性を有する医療用ベルト、およびアール形状の硬質な合成樹脂製のプレート、該合成
樹脂製のプレートの凸側面に固着された前記第２止着部材と圧着可能な止着部材、および
前記合成樹脂製のプレートの凹側面にその一端部が固着されるとともに前記合成樹脂製の
プレートより大面積の柔軟な防滑性の皮膚に接触するシート部材で構成され、かつ前記防
滑性のシート部材と合成樹脂製のプレートの横幅が前記医療用ベルトの横幅より大きいこ
とを特徴とする抜針防止機能を有する医療用防滑性シートの提供により前記技術課題を解
決することができた。
【０００７】
　本発明の医療用具を図面に基づいて、さらに具体的に説明する。
本発明の医療用具を構成するベルト部材としては、例えば図３に示すようなベルト１が挙
げられる。該ベルト１は基布１’および該基布１’の裏面側に第１止着部材４、防滑部２
ならびに第２止着部材５が固着されている。
【０００８】
　前記基布１’は図４に示すように血液回路１２、１３を固定した状態で腕部に矢印方向
に巻回してその裏面に固着された前記第１止着部材４とその表面側が止着可能な長さを有
する基布１’で構成される。また、該基布１’はさらに皮膚との接触面積を多くするため
に弾力性を有するものが好ましい。前述のように留置針および血液回路を固定した状態で
腕部に巻回して第１止着部材４と基布１’の表面側を圧接により止着可能とするために、
第１止着部材４と基布１’の少なくとも前記第１止着部材４が止着部される部分とは、圧
接により止着可能な構造、例えば面ファスナー構造すなわち片方の面には鈎型の堅い繊維
を植毛してあり、もう片方の面ファスナーの面にはループ状の面ファスナーを植毛してあ
るなど、どちらか一方を、もう一方に圧着させることによりお互いに係合して固定され、
手で強く引っ張ると剥がれる機能を有する一組の面構造を有するものが挙げられる。
　基布１’の幅は、皮膚と接触した場合に皮膚との間のすべり防止の機能を発揮させるた
めに通常1ｃｍ～3ｃｍ程度、長さは腕を一周して第１止着部材４と基布１’の表面側を圧
接により止着するに必要な長さ、通常３０ｃｍ～４０ｃｍ程度である。
【０００９】
　前記防滑部２はベルト裏面の前記止着部材４と５の間に形成され、前記基布１’が皮膚
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表面を手首方向にずれて移動するのを防止する機能を有する柔軟なシート形状の部材であ
る。前記防滑部２のベルト裏面への形成は、前記のずれ防止の観点から固着が好ましい。
また、この防滑部２は図３に示すように多数の穴３を有する多孔性であることが好ましい
。多孔であることにより基布１’と皮膚との長時間の接触によって生じる蒸れを防ぐこと
ができるだけでなく、皮膚と接触した際の皮膚との間の滑り摩擦抵抗を増大させるので防
滑性も向上する。ただし、前記該防滑部２は、前記多孔性構造に限定されるものではなく
、皮膚との間の滑り摩擦抵抗を増大させる構成のものであれば他のものであっても良く、
例えば皮膚との接触面を網目構造あるいは凹凸構造とし、防滑性を向上させたものであっ
てもよい。
【００１０】
　前記シート形状の防滑部２としては例えば基布１’の裏面に防滑性で柔軟な被覆層を形
成することが出来る合成樹脂あるいはゴムを例えば溶融あるいはゾル状態で塗布して設け
た被覆層が挙げられる。あるいは前記防滑部２はあらかじめ防滑性で柔軟なシートを作成
し、該シートを基布１’の裏面に接着剤により貼着するか、あるいは防滑性で柔軟なシー
トの貼着面側のみを熱溶融してホットメルトにより融着可能にして該溶融面と基布１’の
裏面を圧着することによって形成したものであってもよい。
【００１１】
　前記シート形状の防滑部２を形成することができる合成樹脂あるいはゴムとしては、柔
軟で摩擦性や粘着性などが大きいシート形状を形成することができる材料、例えばポリ酢
酸ビニル、ポリウレタン、クロロプレンゴム、ポリシラノールが挙げられる。また、これ
ら材料で形成されたシート形状の防滑部２を網目構造とするか、あるいはその表面を防滑
化処理、例えばその表面を凹凸構造にすることでさらに防滑性を向上させることができる
。前記凹凸構造化は例えば合成樹脂で形成された防滑部２の表面に柔軟で摩擦性や粘着性
などが大きいゴム粉等を散布することによって行うことができる。また防滑部２は防滑性
の小さい材料で構成されたものであっても、上述のような防滑性の向上処理を採用するこ
とにより本発明において十分に採用することができる。
【００１２】
　前記第２止着部材６と止着される医療用防滑シート９は、図５に示すようにアール形状
の硬質な合成樹脂製のプレート７、該合成樹脂製のプレート７の凸側面に固着された前記
第２止着部材５と圧着可能な止着部材６、および前記合成樹脂製のプレートの凹側面にそ
の一端部が固着されるとともに前記合成樹脂製のプレート７より大面積の柔軟な防滑性の
皮膚に接触するシート部材８で構成される。また、前記合成樹脂製のプレートと前記シー
ト部材８は、その横幅が前記医療用ベルトの横幅より大きく、かつ二つ折りにした場合に
動脈側穿刺針１０および／または静脈側穿刺針１１近傍の血液回路（チューブ）を二つ折
りした間に挟持して固定することができるに十分な面積と硬さを有することが好ましい。
【００１３】
　前記合成樹脂製のプレート７は、例えばポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエチレン
テレフタレート、ポリスチレン、ポリアクリル、ポリカーボネイト、ポリウレタン、ブタ
ジエンなどを素材とする硬質の合成樹脂よりなる。なお、前記硬質とは前記アール形状の
合成樹脂製のプレート７が上述のような押圧機能を達成できる程度の硬度のものを指す。
ただし、本発明の医療用具において前記合成樹脂製のプレート７の存在は、本発明の医療
用具がその目的を達成する上で好ましい態様であって、省略することも可能である。
【００１４】
　前記前記合成樹脂製のプレート７の面上に設けられる止着部材６は、第２止着部材５と
圧接により止着可能な柔軟なシート状物である。また互いに止着可能な止着部材６と第２
止着部材５は、両者が圧接により互いにな面ファスナー構造を形成しているものが好まし
い。前記合成樹脂製のプレート７と止着部材６とは接着剤で分離不可能に固定してもよい
が、この固定は特に通常状態では粘着性も接着性も示さないが、強い圧力により接着可能
となる感圧接着性樹脂組成物あるいは粘着剤を使用して止着するが好ましい。このような
感圧接着性樹脂組成物あるいは粘着剤を使用して合成樹脂製のプレート７と止着部材６と
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を止着すると、止着部材６に汚れ、破損などが生じた場合に前記合成樹脂製のプレート７
からの引き離し可能となり、新たな止着部材６との交換も可能となる。
【００１５】
　合成樹脂製のプレート７と防滑性のシート部材８の接着も、接着剤により両者が引き離
し不能に固着しても良いが、上述のようにな感圧接着性樹脂組成物あるいは粘着剤を使用
して接着してもよい。感圧接着性樹脂組成物あるいは粘着剤を使用して合成樹脂製のプレ
ート７と防滑性のシート部材８および合成樹脂製のプレート７と止着部材６接着する構成
にした場合、前記各部材の任意の交換が可能となる。
【００１６】
　本発明の医療用具において、医療用防滑性シート９の横幅ａが基布１の横幅ｂより大き
いことが必要である。基布１の横幅ｂは上述のように防滑性の機能を発揮させるために、
通常1ｃｍ～3ｃｍ程度である。しかしながら、この横幅では均一にかつ十分な押圧力で血
液回路を固定することが困難である。これに対して基布１の横幅ｂより大きい横幅ａを有
する医療用防滑性シート９をベルト１の端部に脱着自在に設けることにより、血液回路を
安定に固定することができた。さらに前記医療用防滑性シート９で血液回路部分を固定す
るが、該血液回路部分では血液により汚染される機会が多いが、仮に汚染されても医療用
防滑性シート９、あるいは上述のように該防滑性シート９を構成する防滑シートだけを交
換すればよいので、経済的である。
【発明の効果】
【００１７】
本発明により、穿刺針の使用時の誤抜針防止機能及び穿刺針の抜針後の止血操作を１つの
用具で行うことができ、かつ該用具が血液により汚染された場合にも、該用具の一部を交
換だけで再使用することができる経済的である医療用具、特に血液透析治療の医療用用具
を提供することができた。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】医療用防滑シートの皮膚接触面の平面図である。
【図２】医療用防滑シートの側面図である。
【図３】皮膚面と接触する側（裏面側）のベルト１の平面図である。
【図４】本発明の医療用具の穿刺針付近の血液回路（チューブ）の固定状態を示す図であ
る。
【図５】本発明の医療用具の防滑性シート８による血液回路（チューブ）１２の固定状態
を示す図である。
【符号の説明】
【００１９】
１．　医療用ベルト
２．　防滑部
３．　空孔
４．　医療用ベルトの表面側と圧接可能な止着部材（第１止着部材）
５．　医療用防滑性シートの止着部材と圧接可能な止着部材（第２止着部材）
６．　第２止着部材との止着部材
７．　アール形状の合成樹脂板
８．　柔軟で弾力性のある皮膚と接触する防滑シート
９．　医療用防滑シート
１０．動脈側穿刺針
１１．静脈側穿刺針
１２．動脈側回路
１３．静脈側回路
１４．翼状穿刺針の翼
１６．絆創膏
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ａ．医療用防滑シート９の横幅
ｂ．基布１の横幅

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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